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『
枕
草
子
』
に
お
け
る
白
居
易
と
元
稹
の
詩
的
な
形
象 

―
―
「
蚊
の
細
声
」
と
「
蚊
の
睫
」
を
中
心
に 

―
― 

張 
 

 

培 

華 

  

要 

旨 

 

清
少
納
言
と
紫
式
部
で
は
漢
字
・
漢
語
の
使
い
方
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
小
さ
い
虫
の
蚊
は
、
膨
大
な
『
源
氏
物
語
』
に
は
見
え
な
い
が
、『
枕

草
子
』
に
お
い
て
蚊
は
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
は
、
「
に
く
き
も
の
」
の
章
段
の
「
蚊
の
細
声
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
大
蔵
卿
ば
か
り
耳
と
き

人
は
な
し
」
の
章
段
の
「
蚊
の
睫
」
で
あ
る
。
清
少
納
言
の
面
白
さ
が
見
え
る
。
蚊
の
細
声
は
憎
ら
し
い
が
、
大
蔵
卿
の
耳
は
素
晴
ら
し
い
。
な

ぜ
な
ら
、
極
め
て
細
い
蚊
の
睫
が
落
ち
る
こ
と
が
聞
こ
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
少
納
言
の
独
特
な
発
想
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
漢
詩

文
受
容
の
視
点
か
ら
、
清
少
納
言
の
蚊
に
対
す
る
「
細
い
」
の
表
現
は
、
実
に
白
居
易
と
元
稹
の
詩
的
な
形
象
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。 
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一 

は
じ
め
に 

 

『
枕
草
子
』
に
お
け
る
白
居
易
と
元
稹
の
詩
の
享
受
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
い
く

つ
か
の
章
段
に
お
い
て
元
白
詩
の
受
容
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
蚊
」
に
つ
い
て
は
、
『
竹
取
物
語
』
、
『
土
佐
日

記
』
、
『
落
窪
物
語
』
、
『
源
氏
物
語
』
、
『
紫
式
部
日
記
』
な
ど
の
仮
名
文
学
で
は
登
場
し
な
い
が
、
『
枕
草
子
』
に
は
、「
蚊
」
に
関
わ
る
表

現
が
二
箇
所
見
ら
れ
る
。 

一
つ
目
は
、「
に
く
き
も
の
」
の
章
段
の
「
蚊
の
細
声
」
、
も
う
一
つ
は
、「
大
蔵
卿
ば
か
り
耳
と
き
人
は
な
し
」
の
章
段
の
「
蚊
の
睫
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
蚊
」
に
対
す
る
「
細
い
」
の
表
現
は
、
清
少
納
言
の
独
特
な
発
想
と
言
え
よ
う
。 

一
方
、
白
居
易
と
元
稹
の
詩
で
は
、
特
に
「
蚊
」
に
関
す
る
「
微
細
」
や
「
蚊
睫
」
が
、
清
少
納
言
の
描
写
と
重
な
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、『
江
淡
抄
』
第
五
「
詩
の
事
」
に
見
え
る
当
代
の
白
居
易
と
元
稹
の
詩
集
に
関
連
す
る
記
事
か
ら
見
る
と
、
一
条
天
皇
の
宮
廷
で
は

元
白
の
詩
が
よ
く
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
清
少
納
言
が
白
居
易
、
元
稹
の
「
蚊
」
に
関
す
る
詩
作
と
無
関
係
で
あ
っ

た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
蚊
の
細
声
」
と
「
蚊
の
睫
」
に
着
目
し
て
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
蚊
」
に
関
す
る

表
現
が
、
元
白
の
詩
作
に
由
来
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。 

 

二 

「
蚊
の
細
声
」
と
「
蚊
の
睫
」
及
び
問
題
の
所
在 

 

ま
ず
、『
枕
草
子
』「
に
く
き
も
の
」
の
章
段
に
お
け
る
「
蚊
の
細
声
」
に
関
す
る
段
落
を
取
り
上
げ
る
。（
以
下
引
用
文
は
「
新
編
日
本
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古
典
文
学
全
集
」
に
よ
る
。 

ね
ぶ
た
し
と
思
ひ
て
臥ふ

し
た
る
に
、
蚊か

の
細ほ

そ

声ご
ゑ

に
わ
び
し
げ
に
名
の
り
て
、
顔
の
ほ
ど
に
飛
び
あ
り
く
。
羽
風

は

か

ぜ

さ
へ
そ
の
身
の
ほ
ど

に
あ
る
こ
そ
い
と
に
く
け
れ
。 

（
六
七
頁
） 

 

右
傍
線
部
の
「
蚊
の
細
声
」
は
、
四
系
統
『
枕
草
子
』
本
文
い
ず
れ
に
も
見
え
る
。
念
の
た
め
、
該
当
す
る
部
分
を
比
べ
て
み
よ
う
。

 

（
1
）

 

三
巻 

本
：
蚊か

の
細ほ

そ

声ご
ゑ

（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
六
七
頁
） 

能
因 

本
：
蚊か

の
細ほ

そ

声ご
ゑ

（
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
一
〇
一
頁
） 

 

前
田
家
本
：
蚊か

の
ほ
そ
ご
ゑ
（
『
前
田
家
本
枕
冊
子
新
註
』
一
一
一
頁
） 

堺 
 

本
：
か
の
ほ
そ
ご
ゑ
（
『
堺
本
枕
草
子
評
釈
』
九
八
頁
） 

 

そ
れ
ぞ
れ
漢
字
と
仮
名
の
表
記
は
異
な
る
が
、「
蚊
の
細
声
」
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
「
蚊
の
細
声
」
に
典
拠
が
あ
る
こ

と
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
加
藤
盤
斎
（
一
六
二
一
～
一
六
七
四
）
『
清
少
納
言
枕
草
紙
抄
』（
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
）
に
は
、 

荘
子
云
、
蚊
虫
噆
膚
。
間
通
宵
不
寐
云
々
、
山
谷
詩
云
、
半
夜
蚊
雷
起
。
西
風
為
解
紛
。 

（
一
二
七
頁
） 

と
、
出
典
は
『
荘
子
』
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
が
、
厳
密
に
は
、「
蚊
」
の
声
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
ま
た
宋
代
の
黄
庭
堅
（
一
〇
四

五
～
一
一
〇
五
）
の
別
集
「
山
谷
詩
」
は
、
清
少
納
言
没
後
の
成
立
で
あ
る
。 

北
村
季
吟
（
一
六
二
四
～
一
七
〇
五
）
は
、
盤
斎
の
説
を
引
か
ず
、「
蚊
」
の
ぶ
ん
ぶ
ん
と
い
う
音
が
、「
蚊
」
の
「
文
」
の
「
つ
く
り
」

に
よ
る
と
説
明
す
る
。
引
用
文
は
、「
枕
草
子
古
註
釈
大
成
」
『
枕
草
子
春
曙
抄
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
。 
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蚊
の
ぶ
ん
〳
〵
と
な
く
心
也
。
蚊
の
字
ぶ
ん
の
こ
ゑ
な
れ
ば
也
。 

（
九
五
頁
） 

 

明
治
以
降
、
今
に
至
る
ま
で
の
諸
注
釈
は
、「
蚊
」
の
「
音
」
や
「
名
の
り
」
の
面
白
さ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
例
え

ば
、
金
子
元
臣
は
『
枕
草
子
評
釈
』（
明
治
書
院
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
現
代
漢
字
で
表
記
す
る
）。 

蚊
の
細
声
に
名
の
り
て
、「
名
の
り
て
」
は
名
を
告の

る
こ
と
な
れ
ど
も
、
こ
ゝ
は
只
鳴
く
を
い
ふ
。
我
こ
ゝ
に
あ
り
と
い
ふ
や
う
に
聞

ゆ
る
故
な
り
。
時
鳥
の
鳴
く
を
名
告
る
と
い
ふ
も
、
そ
の
始
こ
そ
、
名
義
の
起
源
を
思
ゐ
て
用
ゐ
る
も
し
た
れ
、
こ
の
頃
は
単
に
鳴

く
を
い
ふ
こ
と
、
尚
水
鶏
の
鳴
く
を
、
叩
く
、
、
と
い
ひ
習
へ
る
が
如
し
。
蚊
の
字
、
ブ
ン
、
、
の
音
な
れ
ば
な
ど
い
へ
る
説
は
、
拘
は
れ
り
。 

（
一
三
八
頁
） 

田
中
重
太
郎
も
同
様
で
『
枕
冊
子
全
注
釈
』（
角
川
書
店
）
で
は
、
「
蚊
」
の
名
前
と
「
蚊
」
の
音
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。 

「
蚊
」
は
、
『
和
名
抄
』
に
「
蚊
賀か

、
小
飛
虫
、
夏
月
夜
噬
人
也
」
と
あ
り
、
「
蚊
加
阿

か

あ

」
（
『
最
勝
王
経
音
義
』
）
の
よ
う
に
「
カ
ァ
」

と
い
う
発
音
も
あ
っ
た
ら
し
い
。 

（
二
三
〇
頁
） 

こ
れ
ら
以
降
の
『
枕
草
子
』
諸
注
釈
も
北
村
季
吟
や
金
子
元
臣
の
解
釈
と
大
差
な
く
、
蚊
の
「
名
」
と
「
音
」
に
関
す
る
こ
と
し
か
み

え
な
い
。 

例
え
ば
、
池
田
亀
鑑
・
岸
上
慎
二
ら
は
「
自
分
の
名
を
言
う
。
存
在
を
告
げ
る
な
ど
の
意
。
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
・
七
〇
頁
）
。
松
尾

聰
・
永
井
和
子
ら
は
、「
羽
音
の
形
容
。「
蚊
」
の
音
読
「
ブ
ン
」
か
ら
「
ブ
―
ン
」
と
い
っ
た
と
す
る
説
、「
カ
ー
」
と
す
る
説
な
ど
が
あ

る
。「
ぶ
ー
ん
」
と
羽
音
を
立
て
て
蚊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
や
っ
て
来
る
の
を
擬
人
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」（
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
・
六
七
頁
）。
津
島
知
明
・
中
島
和
歌
子
ら
も
、
「
蚊
の
ぶ
ん
ぶ
ん
と
な
く
心
也
。
蚊
の
字
、
ぶ
ん
の
声
な
れ
ば
也
」
（
春
）。
音
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読
み
が
「
ぶ
ん
」
。
」
（
新
編
枕
草
子
・
四
五
頁
）。 

 
た
だ
、
渡
辺
実
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
中
で
、 

蚊
だ
と
わ
か
る
音
を
立
て
る
か
ら
「
名
告
る
」
と
擬
人
化
し
た
。
そ
れ
が
「
細
声
」
な
の
で
「
侘
し
げ
に
」
。 

（
三
五
頁
） 

と
、「
蚊
」
を
擬
人
化
し
た
表
現
か
ら
「
細
声
」
は
生
ま
れ
た
と
す
る
説
を
提
起
し
た
が
、
「
細
声
」
の
典
拠
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な

い
。 

 

以
上
、「
蚊
の
細
声
」
、
つ
ま
り
蚊
に
関
す
る
「
細
」
の
表
現
に
典
拠
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
の
解
釈
で
渡
辺
氏
以
外
に
言
及
さ

れ
な
か
っ
た
。 

も
う
一
箇
所
の
「
蚊
の
睫
」
の
表
現
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
「
大
蔵
卿
ば
か
り
耳
と
き
人
は
な
し
」
の
章
段
の
「
蚊
の

睫
」
で
あ
る
。
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）。 

大
蔵

お
ほ
く
ら

卿
き
や
う

ば
か
り
耳
と
き
人
は
な
し
。
ま
こ
と
に
蚊か

の
睫

ま
つ
げ

の
落
つ
る
を
も
聞
き
つ
け
た
ま
ひ
つ
べ
う
こ
そ
あ
り
し
か
。
職し

き

の
御
曹

み

ざ

う

司し

の

西

面

に
し
お
も
て

に
住
み
し
こ
ろ
、
大
殿

お
お
と
の

の
新
中
将
宿
直

と

の

ゐ

に
て
、
物
な
ど
言
ひ
し
に
、
そ
ば
に
あ
る
人
の
、「
こ
の
中
将
に
、
扇

お
ふ
ぎ

の
絵
の
事
言
へ
」

と
さ
さ
め
け
ば
、「
今
か
の
君
の
立
ち
た
ま
ひ
な
む
に
を
」
と
、
い
と
み
そ
か
に
言
ひ
入
る
る
を
、
そ
の
人
だ
に
え
聞
き
つ
け
で
、「
何な

に

と
か
、
何
と
か
」
と
、
耳
を
か
た
ぶ
け
来く

る
に
、
遠
く
ゐ
て
、「
に
く
し
。
さ
の
た
ま
は
ば
、
今
日

け

ふ

は
立
た
じ
」
と
の
た
ま
ひ
し
こ
そ
、

い
か
で
聞
き
つ
け
た
ま
ふ
ら
む
と
、
あ
さ
ま
し
か
り
し
か
。 

（
三
八
六
～
三
八
七
頁
） 

傍
線
部
の
「
蚊
の
睫
」
の
典
拠
は
、
江
戸
時
代
か
ら
『
列
子
』
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
加
藤
盤
斎
は
、 
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列
子
湯
問
篇
云
。
江
浦
之
間
生
麼
蟲
。
其
名
曰
焦
螟
。
群
飛
而
集
於
蚊
睫
弗
相
觸
也
。（
『
清
少
納
言
枕
草
紙
抄
』「
枕
草
子
古
注
釈
大

成
」
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
） 

（
六
四
四
頁
） 

と
解
釈
し
た
。
北
村
季
吟
も
、
盤
斎
と
同
じ
よ
う
に
『
列
子
』
を
踏
ま
え
た
。
以
来
、
現
在
に
至
る
『
枕
草
子
』
の
諸
註
釈
で
は
、「
蚊
の

睫
」
の
典
拠
は
、
『
列
子
』
で
あ
る
。 

し
か
し
、
反
論
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
、
か
つ
て
関
根
正
直
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

◎
蚊
の
ま
つ
げ
の
落
つ
る
音 

補
例
の
清
少
獨
擅
の
警
句
な
り
。
之
を
列
子
湯
問
篇
の
文
よ
り
、
思
ひ
つ
き
た
る
詞
と
し
て
、
春
抄

を
始
め
、
夏
蔭
翁
等
、
列
子
の
文
を
長
々
と
、
引
き
出
で
た
る
は
徒
勞
な
ら
ず
や
。
且
列
子
に
は
、
蚊
の
睫
落
つ
と
は
見
え
ざ
る
を

や
。
（
『
補
訂
枕
草
子
集
註
』
思
文
閣
出
版
） 

（
五
四
四
頁
） 

関
根
正
直
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、『
列
子
』
の
「
蚊
睫
」
の
前
後
の
文
脈
は
『
枕
草
子
』
の
「
蚊
の
睫
」
の
文
脈
と
合
わ
な
い
だ
ろ
う
。

『
枕
草
子
』
で
は
、
大
蔵
卿
の
耳
が
優
れ
る
こ
と
を
表
す
た
め
に
、
清
少
納
言
が
「
蚊
の
睫
」
の
落
ち
る
音
が
聞
こ
え
る
と
い
う
比
喩
の

描
写
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
蚊
の
睫
」
が
落
ち
る
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
周
り
は
極
め
て
静
か
な
状
態
と
考
え
る
。 

一
方
、
『
列
子
』
の
場
合
、
こ
の
蚊
の
睫
の
周
り
は
軽
く
細
い
で
は
な
く
む
し
ろ
う
る
さ
い
状
況
で
あ
ろ
う
。 

 

で
は
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
蚊
の
細
声
」
と
「
蚊
の
睫
」
の
表
現
の
由
来
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
を

追
及
す
る
た
め
に
、
ま
ず
日
本
古
代
文
学
に
お
け
る
「
蚊
」
の
表
現
を
考
察
し
て
み
る
。 
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三 

『
枕
草
子
』
前
後
の
文
献
に
お
け
る
「
蚊
」
の
表
現 

  

日
本
古
代
文
学
に
お
け
る
「
蚊
」
の
表
現
は
多
く
な
い
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
蚊
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
三
箇
所

し
か
見
え
な
い
。
こ
こ
で
両
書
の
各
一
例
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

 

（
2
）

引
用
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。
該
当
の
ペ
ー
ジ
数

を
示
し
た
。 

 

『
古
事
記
』「
中
巻 
開
化
天
皇
」 

 
 
 

次
、
袁
耶
本
王
者
、
別葛

・
近
淡

野

之

別
祖
也

海

蚊

野

。之 

（
後
略
） 

 
 
 

（
次
に
、
袁
耶
本

を
ざ 

ほ
の

王み
こ

は
、
〈
葛
野
之

か

づ

の

の

別わ
け

・
近
淡

ち
か
つ
あ

海ふ
み

の
蚊
野
之

か

の

の

別べ
つ

が
祖
ぞ
〉。
） 

（
一
七
八
～
一
七
九
頁
） 

 
 

『
日
本
書
記
』「
巻
第
十 

誉
田
天
皇 
応
神
天
皇
」 

 
 
 
 

歳
次
庚
辰
冬
十
二
月
、
生
於
筑
紫
之
蚊
田
。
（
後
略
） 

 
 
 
 

（
歳さ

い

次じ

庚か
う

辰し
ん

の
冬
十
二
月
を
以も

ち
て
、
筑
紫

つ

く

し

の
蚊か

田だ

に
生あ

れ
ま
せ
り
。
） 

（
四
六
八
～
四
六
九
頁
） 

『
古
事
記
』
の
「
蚊
野
」
は
、
日
本
古
代
の
地
名
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
に
よ
る
と
、「
「
延
喜
式
」
神
名
帳
に
記

す
愛
知
郡
三
座
の
一
つ
軽
野
神
社
の
訓
に
古
本
は
カ
ル
ノ
と
と
も
に
カ
ノ
が
あ
り
、
同
社
の
鎮
座
す
る
秦
荘

は
た
し
よ
う

町
南
部
の
宇
曾

う

そ

川が
わ

流
域
に
は

蚊
野
・
蚊
野
外

か

の

と

の

・
上
蚊
野

か

み

が

の

な
ど
の
地
名
を
残
す
の
で
、
訓
は
カ
ノ
で
、
所
在
地
も
こ
の
地
域
と
み
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
」『
日
本
書
紀
』

の
「
蚊
田
」
も
古
代
の
地
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
応
神
天
皇
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
地
名
。 
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ま
た
『
風
土
記
』
に
は
「
蚊
」
の
表
現
は
二
箇
所
見
え
る
。
一
つ
は
「
蚊
屋
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
蚊
嶋
」
で
あ
る
。

 

（
3
）

前
者
は
、

『
延
喜
式
』
に
見
え
る
「
蚊
帳
」
の
よ
う
な
蚊
を
防
ぐ
た
め
の
用
具
で
あ
る
。
後
者
は
、
古
代
の
海
の
中
の
「
嫁
が
島
」
と
い
う
島
の
名

で
あ
る
。

 

（
4
）

 

次
に
『
万
葉
集
』
で
は
最
も
多
く
、
八
箇
所
の
「
蚊
」
は
、
す
べ
て
万
葉
仮
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

 

（
5
）

 

以
上
の
よ
う
に
、
古
代
日
本
の
文
献
で
は
、「
蚊
」
に
関
す
る
表
現
は
、
地
名
及
び
万
葉
仮
名
を
表
し
て
い
る
。 

平
仮
名
が
発
明
さ
れ
た
以
後
、
仮
名
作
品
で
は
、
「
蚊
」
は
殆
ど
見
え
な
い
。
例
え
ば
、
『
竹
取
物
語
』
、
『
伊
勢
物
語
』
、
『
土
佐
日
記
』
、

『
大
和
物
語
』
、『
落
窪
物
語
』
、『
源
氏
物
語
』
、『
泉
式
部
日
記
』
、『
紫
式
部
日
記
』
な
ど
の
作
品
で
は
「
蚊
」
が
見
え
な
い
が
、『
古
今
和

歌
集
』
と
『
蜻
蛉
日
記
』
及
び
『
宇
津
保
物
語
』
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
「
蚊
」
が
存
在
し
て
い
る
。
確
認
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

三
つ
の
「
蚊
」
に
関
す
る
本
文
を
次
の
よ
う
に
比
べ
て
み
た
い
。 

（
１
）
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
恋
歌
［
五
〇
〇
］
番 

 

読
人
知
ら
ず 

夏
な
れ
ば
屋や

戸と

に
ふ
す
ぶ
る
蚊
遣

か

や

り

り
火び

の
い
つ
ま
で
わ
が
身
下し

た

燃も

え
を
せ
む 

（
二
〇
六
頁
） 

 
 

（
２
）
『
蜻
蛉
日
記
』
「
巻
末
歌
集
」 

蚊
遣

か

や

り

火び

、 

道
綱
母 

あ
や
な
し
や
宿
の
蚊
遣
火
つ
け
そ
め
て
語
ら
ふ
虫
の
声
を
さ
け
つ
る 

（
三
七
八
頁
） 

（
３
）
『
う
つ
ほ
物
語
』「
藤
原
の
君
」
巻
〔
二
八
〕 
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兵
衛
佐
行
政
、 

蚊
遣

か

や

り

火び

の
煙
も
雲
と
な
る
も
の
を
下
草
を
し
も
結
ば
ざ
ら
め
や 

御
返
し
な
し
。 

（
二
〇
四
頁
） 

傍
線
を
付
け
た
よ
う
に
、「
蚊
遣
火
」
は
、「
そ
も
そ
も
「
蚊
を
追
い
は
ら
う
た
め
に
い
ぶ
す
火
」
で
あ
る
が
、「
蚊
遣
火
を
た
く
の
意
で

「
燻く

ゆ
る
」
と
同
音
の
「
悔く

ゆ
」
に
か
か
り
、
ま
た
、
蚊
遣
火
の
火
が
見
え
な
い
で
燃
え
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
、
ひ
そ
か
に
思
い
こ
が
れ

る
意
の
「
下
に
燃
ゆ
」
「
下
燃
え
」
な
ど
に
か
か
る
」
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
）
と
い
う
表
現
す
る
比
喩
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
確
認
し
た
如
く
、
仮
名
文
に
は
「
蚊
」
の
漢
字
が
見
え
る
が
、
実
際
に
は
蚊
の
こ
と
は
書
か
れ
て
な
か
っ
た
。『
枕
草
子
』
の

「
蚊
の
細
声
」
と
類
似
し
て
い
る
唯
一
の
表
現
は
、
『
三
宝
絵
』
中
巻
「
十
七 

美

作

国

採

み
ま
さ
か
の
く
に
く
ろ
が
ね

鉄
を
と
る

山

人

や
ま
の
ひ
と

」
の
中
の
「
蚊か

ノ
コ
ヱ
ノ
ゴ
ト

シ
」
で
あ
る
。

 

（
6
）

し
か
し
こ
れ
は
『
枕
草
子
』
の
典
拠
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
『
三
宝
絵
』
の
「
蚊
の
声
の
如
し
」
の
中
に
は
「
細
」

字
が
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
『
三
宝
絵
』
と
似
て
い
る
仏
教
に
関
わ
る
漢
文
で
書
か
れ
た
作
品
に
は
、
い
く
つ
か
の
「
蚊
」
は
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
日
本
霊

異
記
』
に
は
二
箇
所
、
『
性
霊
集
』
に
は
五
箇
所
、
『
三
教
指
帰
』
に
も
一
箇
所
で
あ
る
。

 

（
7
）

た
だ
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
蚊
田
」
（
「
賀
太
」

と
も
書
か
れ
る
）
は
、
す
で
に
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
た
よ
う
に
、
古
代
の
地
名
で
あ
る
が
、『
性
霊
集
』
の
「
蚊
虻
」
と
「
蚊
響
」
及
び

『
三
教
指
帰
』
の
「
蚊
羽
」
の
よ
う
な
漢
語
の
表
現
は
、
先
行
の
研
究
で
は
、
『
漢
書
』
や
『
列
子
』
か
ら
の
出
典
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

ま
た
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
古
代
日
本
人
が
書
か
れ
た
漢
詩
文
の
中
に
は
「
蚊
」
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

『
懐
風
藻
』
、
『
凌
雲
集
』
、
『
文
華
秀
麗
集
』
、
『
経
国
集
』
、
『
扶
桑
集
』
、
『
本
朝
麗
藻
』
、
『
本
朝
無
題
詩
』
、
『
都
氏
文
集
』
、
『
田
氏
家
集
』
、

『
菅
家
文
草
』
、『
菅
家
後
集
』
、『
江
吏
部
集
』
、『
法
性
寺
関
白
御
集
』
、『
和
漢
朗
詠
集
』
、『
本
朝
文
粋
』
、『
続
本
朝
文
粋
』
等
に
は
、「
蚊
」
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は
見
当
た
ら
な
い
。 

 
以
上
、「
蚊
」
に
関
す
る
「
細
い
」
表
現
は
、
日
本
古
代
の
文
献
に
見
あ
た
ら
ず
、
中
国
の
詩
文
か
ら
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
点
を
解
明
す
る
た
め
に
、
次
の
節
で
詳
し
く
考
察
す
る
。 

 

四 

白
居
易
と
元
稹
の
詩
作
に
お
け
る
「
蚊
」
の
「
細
い
」
イ
メ
ー
ジ 

 

中
国
の
典
籍
か
ら
み
る
と
、
ま
ず
儒
教
の
経
典
に
は
、
「
蚊
」
が
見
え
な
い
。
例
え
ば
、
『
易
経
』
、
『
尚
書
』
、
『
詩
経
』
、
『
周
禮
』
、
『
儀

禮
』
、
『
禮
記
』
、
『
左
伝
』
、
『
公
羊
伝
』
、
『
穀
梁
伝
』
、
『
論
語
』
、
『
孝
経
』
、
『
孟
子
』
な
ど
の
経
書
に
は
「
蚊
」
は
書
い
て
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
道
教
の
思
想
と
言
わ
れ
た
経
典
に
は
幾
つ
か
の
場
面
で
蚊
が
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
荀
子
』
に
は
一
箇
所
、『
荘
子
』
に
は
六

箇
所
、『
列
子
』
に
は
二
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
蚊
に
関
す
る
表
現
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
蚊
」
の
「
細
い
」
表
現

は
見
え
な
い
。

 

（
8
）

 

ま
た
『
文
選
』
で
は
、
八
箇
所
の
「
蚊
」
が
見
え
る
が
、
う
ち
七
箇
所
は
李
善
の
注
釈
文
で
あ
る
。『
文
選
』
本
文
に
は
「
蚊
」
が
一
回

し
か
見
え
な
い
。
そ
れ
は
『
文
選
』
巻
五
十
一
に
よ
る
賈
諠
『
過
秦
論
』
の
中
の
「
蚊
蝱
」
で
あ
る
。
李
善
の
注
釈
に
よ
っ
て
、
こ
れ
は

『
荘
子
』
か
ら
の
典
拠
で
あ
る
。
ま
た
類
書
で
も
「
蚊
」
に
関
す
る
「
細
い
」
表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。 

と
こ
ろ
が
、
膨
大
な
唐
詩
を
検
証
し
て
み
る
と
、
特
に
「
細
」
漢
字
を
使
っ
て
、「
蚊
」
を
表
し
た
作
者
は
、
白
居
易
と
元
稹
で
あ
る
。

 

（
9
）

 

で
は
、
具
体
的
に
白
居
易
と
元
稹
の
詩
作
で
は
、
蚊
に
対
し
て
細
い
表
現
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
。
清
少
納
言
は
如
何
に

白
居
易
と
元
稹
の
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
と
元
稹
の
詩
句
を
取
り
上
げ
て
、
そ

の
表
現
の
特
徴
を
確
認
し
て
み
た
い
。 
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『
旧
唐
書
』
に
よ
る
と
、
唐
の
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
、
白
居
易
と
元
稹
が
都
の
長
安
を
離
れ
て
遠
く
の
地
方
に
左
遷
さ
れ

た
。
白
居
易
は
江
州
の
司
馬
に
務
め
、
元
稹
は
通
州
の
司
馬
に
移
っ
た
。
こ
の
頃
、
二
人
の
間
で
多
く
の
詩
作
が
唱
和
さ
れ
た
。
そ
の
唱

和
詩
は
、
「
元
和
体
」
と
言
わ
れ
、
極
め
て
人
気
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
『
旧
唐
書
』
巻
一
百
六
十
六
、
列
伝
第
一
百
一
十
六
の
元
稹

伝
に
書
い
た
「
二
人
來
往
贈
答
、
凡
所
為
詩
、
有
自
三
十
、
五
十
韻
乃
至
百
韻
者
」
の
通
り
で
あ
る
。 

唐
代
の
通
州
は
現
在
の
四
川
省
に
属
す
る
場
所
で
あ
る
。
当
時
の
元
稹
の
住
居
の
環
境
は
良
く
な
か
っ
た
ら
し
い
。
特
に
蛇
や
蚊
な
ど

が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
体
験
か
ら
、
元
稹
は
、
「
蟲
豸
詩
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
詳
し
く
「
巴
蛇
」
、
「
蛒
蜂
」
、
「
蜘

蛛
」
、
「
蟻
子
」
、
「
蟆
子
」
、
「
浮
塵
子
」
及
び
「
蝱
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
作
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
最
も
人
間
を
襲

う
有
害
な
蚊
の
一
種
で
あ
る
「
蟆
子
」
に
つ
い
て
、
元
稹
が
序
文
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
引
用
文
は
、
『
元
稹
集
』
（
中
華
書

局 

二
〇
一
〇
）
に
よ
る
。
以
下
同
。 

蚊
蟆
與
浮
塵
、
皆
巴
蛇
鱗
中
之
細
蟲
耳
、
故
囓
人
成
瘡
、
秋
夏
不
愈
、
膏
楸
葉
而
傅
之
、
則
差
。
（
四
八
～
四
九
頁
） 

 

蚊
蟆
と
浮
塵
は
、
皆
巴
蛇
の
鱗
中
の
細
蟲
の
み
、
故
に
人
を
囓
ん
で
瘡
を
成
す
、
秋
夏
愈
ず
、
楸
葉
を
膏
し
て
こ
れ
を
傅
す
、
す
な

わ
ち
癒
え
。 

 

こ
こ
で
留
意
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
、
蛇
の
鱗
の
中
に
集
め
た
蚊
蟆
と
浮
塵
の
小
さ
い
虫
に
対
し
て
、
元
稹
は
「
細
蟲
」
と
い
う
表
現
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
稹
の
独
特
の
発
想
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
元
稹
の
「
浮
塵
子
」
（
う
ん
か
）
と
い
う
虫
の
詩

作
で
は
、
次
の
よ
う
な
詩
句
が
見
え
る
。 

乍
可
巢
蚊
睫 

胡
為
附
蟒
鱗 

（
五
〇
頁
） 

 

詩
人
に
よ
っ
て
、
浮
塵
子
は
蚊
の
睫
に
巣
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
な
ぜ
大
き
な
蛇
の
鱗
の
中
に
付
着
す
る
の
か
。
こ
こ
で
は

蚊
類
の
浮
塵
子
は
極
め
て
細
い
虫
が
想
像
さ
れ
る
。
蚊
の
睫
は
ほ
ぼ
見
え
な
い
も
の
で
、
そ
の
上
に
巣
を
作
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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清
少
納
言
が
、
大
蔵
卿
の
耳
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
す
る
際
に
、
「
蚊
の
睫
」
が
落
ち
る
こ
と
も
聞
こ
え
る
と
い
う
描
写
は
、
元
稹
の
細

虫
の
浮
塵
子
の
詩
句
の
形
象
か
ら
の
独
創
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
元
稹
の
「
視
覚
」
か
ら
「
聴
覚
」
に
変
容
し
た
の
で
あ
る
。 

無
論
、
こ
の
詩
句
に
は
、
元
稹
の
こ
の
よ
う
な
極
め
て
細
い
蚊
の
よ
う
な
虫
に
対
す
る
気
持
は
よ
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
が
噛
ま
れ

る
と
、
し
ば
ら
く
治
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
清
少
納
言
の
「
蚊
の
細
声
」
は
「
い
と
に
く
し
け
れ
」
と
同
感
で
あ
る
。 

 
 

 

実
に
、
蚊
に
対
す
る
嫌
味
を
書
い
た
人
が
、
も
う
一
人
い
る
。
そ
れ
は
白
居
易
で
あ
る
。 

白
居
易
が
元
稹
の
唱
和
詩
を
読
ん
で
、
元
稹
の
通
州
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
。
友
人
の
苦
痛
を
思
っ
て
、
次
の
タ
イ
ト
ル
「
得
微
之
到

官
後
書
、
備
知
通
州
之
事
、
悵
然
有
感
。
因
成
四
章
」
で
、
四
首
の
律
詩
を
書
い
た
。
そ
の
一
の
律
詩
を
引
用
し
て
み
た
い
。
引
用
文
は

新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
に
よ
る
。 

得
微
之
到
官
後
書 

 

微
子

び

し

が

官
く
わ
ん

に
到い

た

り
し
後の

ち

の
書し

よ

を
得え

て
、 

備
知
通
州
之
事 

 
 

備
つ
ぶ
さ

に
通
州

つ
う
し
う

の
事こ

と

を
知し

り
、 

悵
然
有
感 

 
 
 
 

悵
ち
や
う

然ぜ
ん

と
し
て
感か

ん

有あ

り
。 

因
成
四
章 

 
 
 
 

因よ

つ
て
四

章

よ
ん
し
や
う

を
成な

す
、 

來
書
子
細
說
通
州 

 

來
書

ら
い
し
よ 

子
細

し

さ

い

に
通
州

つ
う
し
う

を
説と

く
。 

州
在
山
根
峽
岸
頭 

 
 

州し
う

は
山
根
峽

さ
ん
こ
ん
け
ふ

岸が
ん

の

頭
ほ
と
り

に
在あ

り
。 

 
 

四
面
千
重
火
雲
合 

 
 

四
面

し

め

ん

千

重

せ
ん
ち
よ
う

し 

火く
わ

雲
合

う

ん

あ

ひ
、 

中
心
一
道
瘴
江
流 

 

中
心

ち
う
し
ん

一
道

い
ち
だ
う 

瘴
し
や
う

江
流

か
う
な
が

る
。 

 
 

蟲
蛇
白
晝
攔
官
道 

 
 

蟲ち
う

蛇だ

は
白
晝

は
く
ち
う

に
官

く
わ
ん

道だ
う

を

攔
さ
へ
ぎ

り
、 

蚊
蟆
黃
昏
撲
郡
樓 

 
 

蚊
蟆

ぶ
ん
ば
く

は
黃

昏

く
わ
う
こ
ん

に
郡ぐ

ん

樓ろ
う

を
撲う

つ
。 
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何
罪
遣
君
居
此
地 

 
 

何な
ん

の
罪つ

み

あ
り
て
か
、
君き

み

を
し
て
此こ

の
地ち

に
居を

ら
し
む
、 

天
高
無
處
問
來
由 

 
 

天て
ん

高た
か

く
し
て
、
來ら

い

由い
う

を
問と

ふ
に

處
と
こ
ろ

無な

し
。 

（
九
二
三
頁
） 

後
に
、
白
居
易
が
自
ら
「
蚊
蟆
」
の
タ
イ
ト
ル
で
詩
を
書
い
た
。
白
居
易
は
「
蚊
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
元
稹
の
「
細
虫
」
と
同
様
に
、

特
に
「
微
細
」
と
言
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
全
詩
を
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。
引
用
文
は
『
白
氏
文
集
』
「
巻
第
十
一 

感
傷
三
」

（
「
新
釈
漢
文
大
系
」
明
治
書
院 

二
〇
〇
七
）
に
よ
る
。 

 

蚊
蟆 

 
 

 
 

蚊ぶ
ん

蟆ば
く 

 

巴
徼
炎
毒
早 

 

巴
徼

は

け

う

は
炎
毒

え
ん
ど
く

早は
や

く
、 

 

三
月
蚊
蟇
生 

 

三さ
ん

月
ぐ
わ
つ

に
し
て
蚊ぶ

ん

蟆ば
く

生
し
や
う

ず
。 

 

咂
膚
拂
不
去 

 

膚は
だ

を
咂す

ひ
て
拂は

ら

へ
ど
も
去さ

ら
ず
、 

 

遶
耳
薨
薨
聲 

 

耳み
み

を
遶め

ぐ

る
薨
薨

こ
う
こ
う

た
る
聲こ

え

。 

 

斯
物
頗
微
細 

 

斯こ

の
物も

の

は
頗

す
こ
ぶ

る
微
細

び

さ

い

に
し
て
、 

 

中
人
初
甚
輕 

 

人ひ
と

に
中あ

た
る
初は

じ

め
は

甚
は
な
は

だ
輕か

る

し
。 

 

有
如
膚
受
譖 
 

膚
受

ふ

じ

ゆ

の
譖し

ん

の
如ご

と

き
有あ

り
、 

 

久
則
瘡
痏
成 

 

久ひ
さ

し
く
し
て

則
す
な
は

ち
瘡
痏

さ

う

ゐ

成な

る
。 

 

痏
成
無
奈
何 

 

痏ゐ

成な

る
は
奈い

何か
ん

と
も
す
る
無な

し
、 

 

所
要
防
其
萌 

 

要え
う

す
る
所

と
こ
ろ

は
其そ

の
萌ば

う

を
防ふ

せ

が
ん
の
み
。 

 

麼
蟲
何
足
道 

 

麼ま

蟲
ち
ゆ
う 

何な
ん

ぞ
道い

ふ
足た

ら
ん
、 
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潜
喩
儆
人
情 

 

潜ひ
そ

か
に
喩た

と

へ
て
人
情

に
ん
じ
や
う

を

儆
い
ま
し

む
。 

（
六
九
六
～
六
九
七
頁
） 

右
の
「
蚊
蟆
」
詩
は
、
白
楽
天
が
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
四
十
九
歳
で
書
い
た
作
品
で
、
感
傷
詩
に
分
類
し
た
。
白
居
易
の
「
禽

蟲
十
二
章
」
の
序
文
に
よ
る
と
、
虫
に
関
す
る
詩
は
、「
多
與
微
之
夢
得
共
之
」
。
つ
ま
り
、
虫
類
の
詩
作
は
元
稹
（
微
之
）
と
劉
禹
錫
（
夢

得
）
と
で
行
わ
れ
た
唱
和
詩
で
あ
る
。
前
述
し
た
元
稹
の
「
細
虫
」
の
形
容
と
白
居
易
の
「
微
細
」
の
描
写
は
、
二
人
と
も
蚊
に
関
す
る

表
現
に
「
細
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

一
方
、
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
「
蚊
の
細
声
」
と
「
蚊
の
睫
」
の
よ
う
な
「
蚊
」
に
関
す
る
細
い
イ
メ
ー
ジ
は
、
元
稹
の
詩

句
の
「
細
虫
」
と
白
居
易
の
詩
句
の
「
微
細
」
と
同
じ
審
美
と
言
え
よ
う
。 

ま
た
「
蚊
」
に
対
す
る
態
度
は
、
白
居
易
、
元
稹
、
清
少
納
言
の
、
三
人
と
も
一
致
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
稹
の
「
蚊
蟆
」
に
は
、

も
し
蚊
に
刺
さ
れ
た
ら
、
暫
く
治
す
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
「
蚊
」
は
最
も
人
間
の
最
害
の
虫
と
述
べ
て
い
る
。 

白
居
易
と
清
少
納
言
の
「
蚊
」
に
対
す
る
態
度
を
比
べ
て
み
る
と
、
二
人
と
も
蚊
に
対
す
る
気
持
ち
は
同
様
で
あ
る
と
こ
ろ
は
少
な
く

な
い
。 

例
え
ば
、
ま
ず
、
白
居
易
の
「
蚊
蟆
」
詩
の
前
半
部
分
の
現
代
語
訳
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
（
引
用
文
は
前
同
）
。 

人
の
皮
膚
に
吸
い
付
い
て
、
払
い
の
け
て
も
飛
び
去
ら
ず
、
ぶ
ん
ぶ
ん
と
数
多
く
羽
音
を
立
て
て
耳
の
当
り
を
飛
び
回
る
。
こ
の
虫

は
か
な
り
微
細
で
、
人
の
皮
膚
に
当
た
っ
た
時
の
最
初
の
感
覚
は
非
常
に
軽
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
皮
膚
の
表
面
に
受
け
た
だ

け
の
誹
謗
中
傷
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
傷
が
で
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
大

切
な
の
は
、
そ
の
ご
く
初
期
に
防
ぎ
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。 

次
に
、
『
枕
草
子
』「
に
く
き
も
の
」
の
章
段
の
現
代
語
訳
文
を
掲
げ
て
み
た
い
（
引
用
文
は
前
同
）
。 
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眠
た
い
と
思
っ
て
横
に
な
っ
て
い
る
時
に
、
蚊
が
細
い
か
す
か
な
声
で
心
細
そ
う
に
ぶ
ー
ん
と
名
の
っ
て
、
顔
の
あ
た
り
に
と
び

ま
わ
る
の
。
羽
風
ま
で
も
蚊
の
身
体
相
応
に
あ
る
の
こ
そ
、
ひ
ど
く
に
く
ら
し
い
。 

右
の
傍
線
を
付
け
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
「
蚊
」
に
関
す
る
描
写
に
つ
い
て
は
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
白
居
易
は
、「
飛
び
去
ら
ず
、

ぶ
ん
ぶ
ん
と
数
多
く
羽
音
を
立
て
て
耳
の
当
た
り
を
飛
び
回
る
。
」
清
少
納
言
は
、
「
顔
の
あ
た
り
に
と
び
ま
わ
る
の
、
羽
風
ま
で
も
」
で

あ
る
。
何
よ
り
蚊
に
関
す
る
「
細
い
」
の
書
き
方
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
は
白
居
易
が
「
こ
の
虫
は
か
な
り
微
細
で
」
、
清
少
納
言
が
「
蚊

が
細
い
下
賜
か
な
声
で
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
清
少
納
言
の
「
ひ
ど
く
に
く
ら
し
い
」
蚊
に
対
す
る
感
情
は
ま
っ
た
く
元
稹
と
白
居

易
と
一
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
の
よ
う
に
、
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
の
中
に
あ
る
二
箇
所
の
蚊
に
関
わ
る
細
い
表
現
、
つ
ま
り
「
蚊
の
細
声
」
と
「
蚊
の
睫
」

は
、
白
居
易
と
元
稹
の
蚊
に
関
す
る
詩
的
な
描
写
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

ま
た
無
視
で
き
な
い
事
実
は
、『
白
氏
文
集
』
を
読
ま
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
一
条
天
皇
が
『
元
稹
集
』
を
詠
む
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
『
江
談
抄
』
第
五
「
詩
事
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
見
え
る
。
引
用
文
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
よ
る
。 

斉
名
不
点
元
稹
集
事 

又
被
命
云
、
一
条
院
以
元
稹
集
下
巻
斉
名
可
点
進
之

た
て
ま
つ

由
被
仰
之
。
雖
然
辞
遁
云
々
。 

（
五
二
六
頁
） 

斉
名

た

だ

な

、
元
稹

げ
ん
し
ん

集
に
点て

ん

せ
ざ
る
事 

ま
た
命お

ほ

せ
ら
れ
て
云
は
く
、「
一
条
院
、
元
稹
集
下
巻
を
も
つ
て
、
斉
名
に
点
じ
進
る

た
て
ま
つ

べ
き
由
仰
せ
ら
る
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
辞

し
遁の

が

れ
た
り
」
と
云
々
。 

（
一
七
三
頁
） 
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中
宮
定
子
の
女
房
と
し
て
、
清
少
納
言
は
、
一
条
天
皇
の
周
り
の
男
性
貴
族
、
す
な
わ
ち
『
枕
草
子
』
に
登
場
さ
れ
た
藤
原
伊
周
、
藤

原
斉
信
、
藤
原
行
成
と
頻
繁
に
付
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
そ
の
白
居
易
と
元
稹
の
詩
句
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ

う
。 そ

し
て
、
白
居
易
と
元
稹
の
詩
句
に
お
け
る
蚊
に
関
す
る
「
微
細
」
や
「
蚊
睫
」
の
「
細
虫
」
の
表
現
に
よ
っ
て
、
蚊
に
関
す
る
「
細

い
」
形
象
か
ら
、
独
特
な
「
蚊
の
細
声
」
と
「
蚊
の
睫
」
の
表
現
を
創
出
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

 

五 

お
わ
り
に 

 

以
上
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
蚊
に
関
わ
る
「
蚊
の
細
声
」
と
「
蚊
の
睫
」
と
い
う
表
現
を
考
察
し
て
き
た
。
平
安
散
文
に
は
あ
ま
り
見

え
な
い
蚊
の
表
現
を
、
問
題
点
と
し
て
漢
詩
文
の
受
容
の
角
度
か
ら
考
証
し
た
。『
枕
草
子
』
前
後
の
文
献
に
お
け
る
蚊
に
関
す
る
「
細
い
」

表
現
は
見
当
た
ら
な
い
。
中
国
の
典
籍
や
類
書
や
唐
詩
を
検
証
し
て
み
る
と
、
『
白
氏
文
集
』
第
十
一
感
傷
詩
「
蚊
蟆
」
に
よ
る
「
微
細
」

と
元
稹
の
「
蟲
豸
詩
」
に
よ
る
「
細
虫
」
の
書
き
方
と
清
少
納
言
の
蚊
に
関
す
る
細
い
表
現
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
漢
文
受
容
の
方
法
は
、
単
な
る
詩
句
の
直
接
引
用
だ
け
で
な
く
、
詩
的
な
形
象
を
受
容
す
る
方
法
と

考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
で
新
た
な
課
題
と
し
て
も
っ
と
広
く
展
開

し
て
み
た
い
。 
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〔
注
〕 

（
1
）
四
系
統
『
枕
草
子
』
本
文
に
つ
い
て
、
参
考
し
た
文
献
及
び
引
用
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
三
巻
本
『
枕
草
子
』
陽
明
叢
書
国

書
篇
「
枕
草
子 

徒
然
草
」
（
思
文
閣
、
一
九
七
五
）
『
枕
草
子
』
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
（
古
梓
堂
文
庫
旧
蔵
）
複
製
本
（
日
本
古

典
文
学
刊
行
会
、
一
九
七
四
）
。
松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
『
枕
草
子
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
、
二
〇
〇
四
）。
能

因
本
『
能
因
本
枕
草
子
』
〈
上
〉
学
習
院
大
学
蔵
「
影
印
シ
リ
ー
ズ
」
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
）。
『
能
因
本
枕
草
子
』
〈
下
〉
学

習
院
大
学
蔵
「
影
印
複
製
本
」（
笠
間
書
院
、
一
九
九
五
）
。
松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
『
枕
草
子
』
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学

館
、
一
九
七
九
）
。
前
田
家
本
『
前
田
家
本
枕
草
子
』「
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
蔵
の
写
本
の
複
製
」（
育
徳
財
団
、
一
九
二
七
）。
田

中
重
太
郎
校
注
『
前
田
家
本
枕
冊
子
新
註
』（
古
典
文
庫
、
一
九
七
一
）
。
堺
本
『
堺
本
枕
草
子
』
吉
田
幸
一
（
古
典
文
庫
、
一
九

九
六
）。
田
中
重
太
郎
校
注
『
堺
本
枕
冊
子
』
改
定
版
（
古
典
文
庫
、
一
九
五
六
）
。
ま
た
、
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
』
一
～

二
（
古
典
文
庫
、
一
九
五
三
）。
引
用
文
の
後
に
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
た
。 

（
2
）
他
の
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
あ
る
四
箇
所
の
「
蚊
」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
引
用
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に

よ
る
。
以
下
同
。
文
末
に
該
当
す
る
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。
①
『
古
事
記
』
下
巻
・
安
康
天
皇
「
綿
之
蚊
屋
野
、
多
在
猪
鹿
」
（
三

三
四
頁
）
②
『
古
事
記
』
下
巻
・
清
寧
天
皇
「
即
、
獲
其
御
骨
而
、
於
其
蚊
屋
野
之
東
山
、
作
御
陵
葬
」（
三
六
二
～
三
六
三
頁
）

③
『
日
本
書
記
』
巻
第
十
・
応
神
天
皇
「
是
女
人
等
之
後
、
今
呉
衣
縫
・
蚊
屋
衣
縫
是
也
」
（
四
九
六
～
四
九
七
頁
）
④
『
日
本

書
記
』
巻
第
十
三
・
安
康
天
皇
「
是
時
難
波
吉
師
日
香
蚊
父
子
並
仕
于
大
草
香
皇
子
」
（
一
三
四
～
一
三
五
頁
） 

（
3)

『
風
土
紀
』
に
お
け
る
二
箇
所
の
蚊
に
関
す
る
表
現
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
『
風
土
記
』
播
磨
国
風
土
記
「
右
、
称
加
野
者
、

品
太
天
皇
、
巡
行
之
時
、
此
処
造
殿
、
仍
張
蚊
屋
。
故
号
加
野
」（
右み

ぎ

、
加
野

か

や

と
称い

ふ
は
、
品ほ

む

太だ

のす

天

皇

め
ら
み
こ
と

、
巡め

ぐ

り
行お

は

し
ま
し
し
時と

き

に
、
此
処

こ

こ

に
殿と

の

を
造つ

く

り
て
、
す
な
は
ち
蚊
屋

か

や

を
張は

り
た
ま
ひ
き
。
故か

れ
、
加
野

か

や

と
号な

づ

く
）（
三
四
～
三
五
頁
）
②
『
風
土
記
』
出
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雲
国
風
土
記
「
野
代
海
中
蚊
嶋
。
周
六
十
歩
。
中
央
涅
土
、
四
方
並
磯
。
中
央
有
手
掬
許
木
一
株
耳
。
其
磯
有
蚊
。
有
螺
子
・
海

松
。
」（
野
代

の

し

ろ

の
海う

み

の
中な

か

に
蚊か

嶋し
ま

あ
り
。
周め

ぐ

り
六
十
歩あ

し

な
り
。
中
央

ま

な

か

は
涅く

ろ

土つ
ち

に
し
て
、
四
方

よ

も

は
並な

ら

び
に
磯い

そ

な
り
。
中
央

ま

な

か

に
手
掬
許

た
つ
か
ば
か

り

な
る
木き

一
株

ひ
と
も
と

あ
る
の
み
な
り
。
そ
の
磯い

そ

に
蚊
あ
り
。
螺
子

し
た
だ
み

・
海み

松る

あ
り
）（
一
五
六
～
一
五
七
頁
）。 

（
4
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
頭
注
に
よ
る
。 

（
5
）
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
八
箇
所
の
「
蚊
」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
『
万
葉
集
』
巻
第
二
［
一
三
八
］
番
「
或
本
歌
一
首
・
并

短
歌
・
石い

は

見み

之の

海う
み 

津つ

乃の

浦う
ら

乎を

無な

美み 

浦う
ら

無な
し

跡と 

人ひ
と

社こ
そ

見み

良ら

米め 

滷か
た

無な
し

跡と 

人ひ
と

社こ
そ

見み

良ら

目め 

吉よ
し

咲ゑ

八や

師し 

浦う
ら

者
雖

は

な

く

無と
も 

縦よ
し

恵ゑ

夜
師

や

し 

滷か
た

者
雖

は

な

く

無と
も 

勇い
さ

魚
取

な

と

り 

海
辺
乎
指
而

う

み

へ

を

さ

し

て 

柔
田
津
乃

に

き

た

つ

の 

荒
礒
之
上
尓

あ

り

そ

の

う

へ

に 

蚊か

青

生

あ
を
く
お
ふ
る 

玉た
ま

藻も

息お
き

都つ

藻も 

明
来
者

あ
け
く
れ
ば 

浪
己
曾
来 

以

な

み

こ

そ

き

よ

れ

夕ゆ
ふ

去さ
れ

者ば 

風か
ぜ

己こ

曾そ

来き

依よ
れ 

浪な
み

之の

共む
た

」（
一
〇
四
頁
）
②
『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
［
二
六
二
四
］
番
「
紅
之

く
れ
な
ゐ
の 

深ふ
か

染そ
め

衣
の
き
ぬ 

色い
ろ

深
ぶ
か
く 

染し
み

西
鹿

に

し

か

歯ば

蚊か 

遣
わ
す
れ

不
得

か

ね

鶴つ
る

」
（
二
三
二
頁
）
③
『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
［
二
六
三
一
］
番
「
夜
干
玉
之

ぬ

ば

た

ま

の 

黒
髪

く
ろ
か
み

色
天

し

き

て 

長な
が

夜き
よ

 

手
枕
之
上
尓

た

ま

く
ら

の

う

へ

に 

妹
待
覧

い
も
ま
つ
ら
む

蚊か

」
（
二
三
四
頁
）
④
『
万
葉
集
』
巻
第
十
一
［
二
六
四
二
］
番
「
灯
之

と
も
し
び
の 

陰
尓

か

げ

に

蚊か

蛾が

欲よ

布ふ 

虚
蟬
之

う
つ
せ
み
の 

妹
蛾
咲
状
思

い

も

が

ゑ

ま

ひ

し 

面
影
尓
所

お

も

か

げ

に

み

見ゆ

」（
二
三
七
頁
）
⑤
『
万
葉
集
』
巻
十
一[

二
六
四
九]

番
「
足あ

し

日
木
之

ひ

き

の 

山や
ま

田だ

守も
る

翁を
ぢ 

奥お
く

蚊か

火ひ

之の 

下し
た

粉こ

枯が
れ

耳の
み 

余あ
が

恋こ
ひ

居を
ら

久く

」（
一
三
九
頁
）
⑥
『
万
葉
集
』
巻
十
三
［
三
二
二
五
］
番
「
天あ

ま

雲く
も

之の 

影か
げ

塞
所

さ
へ
み
ゆ

見る 

隠
来
笶

こ
も
り
く
の 

長
谷
之
河
者

は

つ

せ

の

か

は

は 

浦う
ら

無
蚊

な

み

か 

船
之
依

ふ
ね
の
よ
り

不こ

来ぬ 

磯い
そ

無
蚊

な

み

か 

海
部
之

あ

ま

の

釣つ
り

不せ

為ぬ 

吉
咲
八
師

よ

し

ゑ

や

し 

浦
者

う

ら

は

無
友

な
く
と
も 

吉
画

よ

し

ゑ

矢
寺

や

し 

磯
者

い

そ

は

無
友

な
く
と
も 

奥お
き

津
浪

つ

な

み 

諍
榜

し
の
ぎ
こ

入
来

ぎ

り

こ 

白
水
郎
之

あ

 

ま

の

釣
船

つ
り
ぶ
ね

」（
三
八
九
）
⑦
『
万
葉
集
』
巻
十
六
［
三
七
九
一
］
番
「

緑
み
ど
り

子こ

之の 

若わ
き

子ご

蚊が

見み

庭に
は 

垂た
ら

乳ち

為し 

母
所

は
は
に
む
だ

懐か
え 

褨

襁

ひ
む
つ
き
の 

平
生

は

ふ

こ

蚊
見

が

み

庭に
は

（
中
略
） 

結
幡
之

ゆ
ふ
は
た
の 

袂
著

そ
で
つ
け

衣
ご
ろ
も 

服
我
矣

ふ
し
わ
れ
を

丹

因

に
ほ
ひ
よ
る 

子こ

等ら

何
四
千
庭

が

よ

ち

に

は 

三
名
之

み

な

の

綿わ
た 

蚊
黒
為
髪
尾

か

ぐ

ろ

し

か

み

を 

信
櫛
持

ま
く
し
も
ち 

於こ

是こ
に

蚊か

寸き

垂た
れ 

取

束

と
り
つ
か
ね 

挙
而

あ

げ

て

裳も

纏ま
き

見み 

解と
き

乱
み
だ
り 

童
児

わ

ら

は

丹に

成
見

な

し

み 
羅き

丹に
つ

津
蚊か

経ふ 

色い

丹ろ

名
著
来

な
つ
か
し
き

（
後
略
）」（
九
二
頁
）
⑧
『
万
葉

集
』
巻
十
六
［
三
七
九
四
］
番
「
娘
子
等
和
歌
九
首 

端
寸
八

は

し

き

や

為し 

老お

夫き
な

之の

歌う
た

丹に 

大お
お

欲ほ
し

寸き 

九
こ
こ
ろ
の

児こ

等ら

哉や 

蚊
間
毛
而
将

か

ま

け

て

を

ら

居む

」

（
九
七
頁
）。 

を 
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（
6
）
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
『
三
宝
絵
』
中
「
十
七 

美

作

国

採

み
ま
さ
か
の
く
に
に
く
ろ
が
ね

鉄
を
と
る

山

人

や
ま
の
ひ
と

・
美

作

み
ま
さ
か
の

国く
に

英あ
い

多

郡

た
の
こ
ほ
り

ニ
、
オ
ホ

ヤ
ケ

鉄
く
ろ
が
ね

ヲ
ト
ル
山や

ま

ア
リ
。
帝て

い

姫ひ
め

安
倍

あ

べ

の

天
皇
御
代

て
ん
の
う
の
み
よ

ニ
、
国く

に

ノ

司
ツ
カ
サ

民た
み

十
人

じ
ふ
に
ん

ヲ
召め

し

テ
、
此
山

こ
の
や
ま

ニ
ノ
ボ
セ
テ
、
穴あ

な

ニ
入い

レ

テ
鉄
ヲ
ホ
ラ
シ

ム
。
時
ニ
ア
ナ
ノ
ク
チ
ク
ヅ
レ
、
フ
タ
ガ
ル
。
人ひ

と

ヲお

ド
ロ
キ
ヲお

ソ
レ
テ
穴
ヨ
リ
キ
ヲほ

ヒ
イ
ヅ
ル
ニ
、
九
人

く

に

ん

ハ
ワ
ジ
カ
ニ
イ
デ
ゝ
、

一
人

ひ

と

り

ヲお

ソ
ク
出い

づ

ル
ホ
ド
ニ
、
穴
ノ
ク
チ
ク
ヅ
レ
ア
ヒ
ヌ
。
国
ノ
司
ナ
ゲ
キ
ア
ハ
レ
ミ
、
妻
子

め

こ

カ
ナ
シ
ビ
泣な

ク
、
仏ほ

と

ヲけ

カ
キ
、
経

き
や
う

ヲ

ウ
ツ
シ
テ
、
卌し

じ

九
日

ふ
く
に
ち

法
事

ほ

う

じ

修し
ゆ

シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
。
此
人

こ
の
ひ
と

一
人
穴
ノ
ウ
チ
ニ
ヰ
テ

思
お
も
は
く

、 

 

我わ
れ

昔

法

む
か
し
ほ
ふ

花く
ゑ

経
き
や
う

カ
キ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
イ
フ
願ぐ

わ

ヲん

発お
こ

セ
リ
。
イ
マ
ダ
ウ
ツ
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ
。
我わ

が

命
い
の
ち

ヲ
タ
ス
ケ
給
ハ
ヾ
、

カ
ナ
ラ
ズ
ト
ク
カ
キ
テ
マ
ツ
ラ
ム 

 

ト
念ね

む

ズ
。
穴あ

な

ノ
ヒ
マ
ヲ
ヲお

ヨ
ビ
サ
ス

許

通

ば
あ
り
ト
ホ
リ

ア
キ
テ
、
日ひ

ノ
光ひ

か

ワり

ヅ
カ
ニ
キ
タ
レ
リ
。
独

ひ
と
り

ノ
沙し

や

弥み

ア
リ
テ
ヒ
マ
ヨ
リ
入
来

い
り
き
た

リ
テ
、

食
物

く
ひ
も
の

ヲ
ソ
ナ
へ
ア
タ
フ
。
カ
タ
リ
テ

云
い
は
く

、 

 

汝
な
む
ぢ

ガ
妻
子

め

こ

ノ
我わ

れ

ニ
ア
タ
ヘ
ツ
ル
物も

の

ナ
リ
。
汝
ガ
ウ
レ
ヘ
ワ
ブ
レ
バ
、
コ
ト
サ
ラ
ニ
来き

ツ
ル
也
。 

 

ト
イ
ヒ
テ
、
又
ヒ
マ
ヨ
リ
イ
デ
ヌ
。
サ
リ
テ
ノ
チ

久
ひ
さ
し

カ
ラ
ズ
シ
テ
、
居ゐ

タ
ル
イ
タ
ヾ
キ
ニ
ア
タ
リ
テ
、
穴あ

な

ヒ
ラ
ケ
ト
ホ
リ
テ
、

ソ
ラ
ア
ラ
ハ
二
ミ
ユ
。
ヒ
ロ
サ
三
尺
余

さ
む
じ
や
く
よ

、
高た

か

サ
五
尺
許

ご
し
や
く
ば
か
り

也
。 

 
 

時
ニ
村

人

卅

む
ら
び
と
さ
む
じ
ふ

余
人

よ

に

ん

葛か
づ

ヲら

タ
リ
ニ
山や

ま

ニ
入い

り

テ
、
コ
ノ
穴あ

な

ホ
ト
リ
ヨ
リ
ユ
キ
ス
グ
ル
ニ
、
人ひ

と

〳
〵

び

と

ソ
ノ
カ
ゲ
ヲ
ミ
テ
、
ヨ
バ
ヒ
サ

ケ
ビ
テ
、 

 
 
 

我わ
れ

タ
ス
ケ
ヨ
。 

 

ト
イ
フ
。
山
人

や
ま
び
と

ホ
ノ
カ
ニ
キ
ク
ニ
、
蚊か

ノ
コ
ヱ
ノ
ゴ
ト
シ
。

即
す
な
は
ち

キ
丶
ア
ヤ
シ
ビ
テ
、
葛

か
づ
ら

ニ
石い

し

ヲ
ツ
ケ
テ
ソ
コ
ニ
イ
レ
テ

心
こ
こ
ろ

見み

ル
ニ
、
底そ

こ

ナ
ル
人ひ

と

ヒ
キ
ウ
ゴ
カ
ス
。
「
人ひ

と

ナ
リ
ケ
リ
」
ト
シ
リ
テ
、
葛
ヲ
ム
ス
ビ
テ
籠こ

ニ
ツ
ク
リ
テ
、
葛
ヲ
ナ
ヒ
テ
縄な

は

ニ
ツ
ケ
テ

オ
ト
シ
イ
レ
ツ
。
底
ノ
人
ノ
リ
ヰ
テ
、
ウ
へ
ノ
人
ヒ
キ
ア
ゲ
ツ
。
オ
ヤ
ノ
イ
ヱへ

ニ
ヰ
テ
オ
ク
ル
。
家い

へ

ノ
人
コ
レ
ヲ
ミ
テ
、

悲
か
な
し

ビ
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悦

事

よ
ろ
こ
ぶ
こ
と

カ
ギ
リ
ナ
シ
。
国く

に

ノ

司
つ
か
さ

オ
ド
ロ
キ
問と

ふ

ニ
、
ツ
ブ
サ
二

件
く
だ
り

ノ
事
ヲ

申
も
う
す

。

即
す
な
は
ち

オ
ホ
キ
ニ
タ
ウ
ト
ビ
、
カ
ナ
シ
ビ
テ
、
国

内

く
に
の
う
ち

ニ
知
識

ち

し

き

ヲ
ト
ナ
へ
テ
、
是こ

れ

ヨ
リ
ハ
ジ
メ
テ
チ
カ
ラ
ヲ
ク
ハ
ヘ
テ
、
其
法

そ
の
ほ
ふ

花く
ゑ

経
き
や
う

ヲ
書か

き

タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
オ
ホ
キ
ニ
供
養

く

や

う

ズ
。
イ
キ

ガ
タ
ク
シ
テ
イ
キ
タ
ル
事
、
是こ

れ

法
華
経

ほ
ふ
く
ゑ
き
や
う

ノ

願
ぐ
わ
ん
の

力
ち
か
ら

也
。
霊
異
記

り
や
う
い
き

ニ
見み

え

タ
リ
（
一
二
三
～
一
二
四
頁
）。 

（
7
）
引
用
文
は
次
の
（
A
）
、（
B
）
、（
C
）
に
分
け
て
取
り
上
げ
る
。（
A
）『
日
本
霊
異
記
』
①
下
巻
「
将
写
法
花
経
建
願
人
断
内

暗
穴
頼
願
力
得
全
命
縁
第
十
三
（
穴
の
底
の
人
、
人
影
を
見
て
叫
び
て
言
は
く
、「
我
が
手
を
取
れ
」
と
云
ふ
。
山
人

側
ホ
ノ
カ

ニ
聞
く

に
、
蚊
の
音こ

ゑ

の
如
し
）」（
二
七
九
頁
）
②
下
巻
「
用
綱
漁
夫
値
海
中
難
慿
願
妙
見
菩
薩
得
全
命
縁
第
卅
二
（
海
に
漂
ひ
、
波
を
拒こ

ば

み
、
力
を
疲
ら
し
、
心
を
惑ま

ど

は
し
、
寐ぬ

る
が
如
く
に
し
て
覚さ

む
る
こ
と
無
し
。
皎
天

け
う
て
ん

に

覚
お
ど
ろ

き
て
睠み

れ
ば
、
身
は
彼そ

の
部
内
の
蚊か

田た

の
浦
浜
の
草
の
上
に
在あ

り
）
」
（
三
三
四
頁
）
（
B
）
『
性
霊
集
』
①
巻
第
四
・
為
人
求
官
啓
「
雖
然
。
巨
石
得
舟
者
過
深
海
於
萬

里
。
蚊
虻
附
鳳
者
翔
高
天
於
九
空
（
然
り
と

雖
い
へ
ど

も
巨
石

き
よ
せ
き

舟ふ
ね

を
得
つ
れ
ば
深
海
を
萬
里
に
過す

ぎ
、
蚊ぶ

ん

虻ば
う

鳳ほ
う

に
附つ

き
ぬ
れ
ば
高
天
を
九き

う

空こ
う

に
翔か

け
る
）」（
二
五
九
～
二
六
一
頁
）
②
巻
第
九
・
大
僧
都
空
海
嬰
疾
上
表
辭
職
奉
状
「
沙
門
空
海
言
。
空
海
。
從
沐
恩
澤
竭

力
。
報
國
歳
月
既
久
。
常
願
。
奮
蚊
虻
力
。
答
海
岳
徳
（
沙
門

し
や
も
ん

空
海
言も

う

す
。
空
海
恩
澤

お
ん
た
く

に
沐ぼ

く

せ
し
よ
り
、
力
を
竭つ

く

し
て
国
に
報
ず

る
こ
と
歳
月

さ
い
げ
つ

既
に
久
し
。
常つ

ね

に
蚊ぶ

ん

虻ぼ
う

の
力
を
奮ふ

る

つ
て
海か

い

岳が
く

の
徳
を
答た

ふ

せ
む
こ
と
願
ひ
き
）
」（
三
九
〇
～
三
九
一
頁
）
③
巻
第
九
・

奉
造
東
寺
塔
材
木
曳
運
勸
進
表
「
今
塔
幢
材
木
近
得
東
山
。
僧
等
從
今
月
十
九
日
與
夫
曳
運
。
木
大
力
劣
。
成
功
大
難
。
譬
如
。

蟷
蜋
對
車
。
蚊
虻
負
嶽
（
木
は
大
き
に
力
は
劣れ

つ

に
し
て
功こ

う

を
成
さ
む
こ
と

太
は
な
は

だ
難
し
。
譬た

と

へ
ば
蟷
蜋

た
う
ら
う

、
車
に
對む

か

ひ
、
蚊ぼ

ん

虻ば
う

、
嶽が

く

を

負お

は
む
が
如
し
）」（
三
九
三
～
三
九
五
頁
）
④
巻
第
十
・
綜
藝
種
智
院
式
「
或
有
人
難
曰
。
國
家
廣
開
庠
序
。
勸
勵
諸
藝
。
霹
靂

之
下
。
蚊
響
何
益
（
或
者

な
ん
じ
や

の
曰い

は

く
、「
善よ

い
か
な
」
。
或
は
人
有
つ
て
難
じ
て
曰い

は

く
、
國
家
に
廣
く
庠

序

し
や
う
し
よ

を
開
き
て
諸
藝
を
勧す

す

め
勵は

げ

ま
す
。
霹
靂

へ
き
れ
き

の
下も

と

に
は
蚊ぶ

ん

響
き
や
う

何
の
益
か
あ
ら
む
）
」
（
四
二
一
～
四
二
三
頁
）
⑤
巻
第
十
・
叡
山
澄
和
上
啓
返
報
書
「
若
使
。
附

龍
尾
以
揚
名
。
寄
鳳
翼
以
顯
行
。
則
。
蚊
蝄
之
質
。
不
勞
而
凌
雲
漢
（
若
し
く
は

龍
り
よ
う

の
尾
に
附つ

い
て
名な

を
揚あ

げ
、
鳳ほ

う

の
翼よ

く

に
寄よ

つ
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て
行か

う

を
顯あ

ら

は
さ
し
め
ば
、
蚊
蝄

ぶ
ん
ま
う

の
質

労

す
が
た
ら
う

せ
ず
し
て
雲
漢

う
ん
か
ん

を
凌し

の

ぎ
）」（
四
四
〇
～
四
四
一
頁
）（
C
）『
三
教
指
帰
』
巻
下
・
假
名

乞
児
論
「
築
幻
城
於
五
陰
之
空
國
。
興
泡
軍
於
四
蛇
之
假
郷
。
甲
蛛
蝥
網
。
鎧
蟭
螟
騎
。
鼓
蝨
皮
而
驚
陣
。
旗
蚊
羽
以
標
旅
（
幻げ

ん

城
じ
や
う

を
五
陰お

ん

の
空
し
き
國く

に

に
築つ

き
、
泡
軍

は
う
ぐ
ん

を
四
蛇じ

や

の
假か

り

の
郷さ

と

に
興お

こ

す
。
蛛
蝥

ち
う
ぼ
う

の
網あ

み

を

甲
か
ぶ
と

に
し
蟭
螟

せ
う
め
い

の
騎む

ま

に

鎧
よ
ろ
ひ

せ
り
。
蝨
皮

し

つ

び

を

鼓
つ
づ
み

と
し
て
陣ぢ

ん

を
驚
か
し
、
蚊か

の
羽は

を
旗は

た

と
し
て

旅
た
む
ろ

を
標あ

ら

は
す
）」
（
一
二
四
～
一
二
五
頁
）。 

（
8
）
こ
こ
で
は
、【
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
オ
、
カ
】
を
冒
頭
に
付
け
て
、『
荘
子
』
に
お
け
る
六
箇
所
の
蚊
に
関
す
る
表
現
の
特
徴
を
確

認
し
た
い
（
傍
線
は
稿
者
）。
本
文
は
、
新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
に
よ
る
。
【
ア
】
『
荘
子
』
内
篇
・
人
間
世
第
四
「
夫
愛

馬
者
、
以
筐
盛
矢
、
以
蜄
盛
溺
。
適
有
蚉

僕
縁
、
而
拊
之
不
時
、
則
缺
銜
毀
首
碎
胸
。
意
有
所
至
、
而
愛
有
所
亡
。
可
不
慎
邪

（
馬
を
か
わ
い
が
る
人
は
（
り
っ
ぱ
な
）
籠
に
そ
の
糞
を
入
れ
、
お
お
は
ま
ぐ

、
、
、
、
、
り
に
そ
の
小
便
を
入
れ
る
ほ
ど
で
す
が
、
た
ま
た

ま
蚊
や
虻あ

ぶ

が
愛
馬
に
止
ま
っ
た
と
き
、
い
き
な
り
叩
く
と
、
馬
は
驚
い
て
く
つ
わ

、
、
、
を
噛
み
砕
き
、
首
の
飾
り
を
こ
わ
し
、
胸
の
飾

り
を
砕
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
注
意
が
行
き
届
い
て
い
な
が
ら
、
愛
情
に
欠
陥
が
あ
る
た
め
な
の
で
す
。
（
き
み

、

、

の
場
合
も

こ
れ
と
同
じ
で
）
用
心
が
大
切
で
す
な
）」
（
二
一
五
～
二
一
六
頁
）
。
【
イ
】
『
荘
子
』
内
篇
・
應
帝
王
第
七
「
其
於
治
天
下
也
、

猶
渉
海
鑿
河
、
而
使
蚉
負
山
也
（
天
下
を
治
め
る
こ
と
は
、
海
を
歩
い
て
渡
っ
た
り
、
地
面
を
掘
っ
て
大
河
を
作
っ
た
り
す
る
ほ

ど
（
に
危
険
を
伴
い
困
難
な
こ
と
）
だ
。（
そ
れ
を
人
為
に
よ
っ
て
治
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
）
蚊
に
山
を
背
負
わ
せ
る
よ
う
な
も

の
だ
）
」
（
二
八
〇
頁
）
。
【
ウ
】
『
荘
子
』
外
篇
・
天
運
第
十
四
「
老
聃
曰
、
夫
播
糠
眯
目
、
則
天
地
四
方
易
位
矣
、
蚊
虻
噆
膚
、

則
通
昔
不
寐
矣
（
老
聃
が
意
見
を
述
べ
た
。
飛
ば
し
た
も
み
が
ら

、
、
、
、
が
目
に
は
い
る
と
、
天
地
四
方
が
ひ
っ
く
り
か
え
た
よ
う
に
（
何

も
見
え
な
く
）
な
り
ま
し
ょ
う
し
、
蚊
や
虻あ

ぶ

に
皮
膚
を
刺
さ
れ
る
と
、
一
晩
中
（
か
ゆ
か
っ
た
り
痛
か
っ
た
り
し
て
）
眠
れ
ま
す

ま
い
）
」
（
四
三
七
頁
）
。
【
エ
】
『
荘
子
』
外
篇
・
秋
水
第
十
七
「
且
夫
知
不
知
是
非
之
竟
、
而
猶
欲
觀
於
莊
子
之
言
、
是
猶
使
蚉

負
山
、
商
蚷
馳
河
也
、
必
不
勝
任
矣
（
且
つ
又
、
そ
も
そ
も
是
非
の
限
界
を
知
り
得
な
い
知
力
に
よ
っ
て
、
な
お
且
つ
荘
子
の
言
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葉
の
意
味
を
考
え
よ
う
と
す
る
の
は
、
あ
た
か
も
蚊
に
山
を
背
負
わ
せ
た
り
、
や
す
で

、
、
、
に
黄
河
を
走
り
渡
ら
せ
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
と
う
て
い
で
き
得
な
い
こ
と
だ
）」（
四
八
二
～
四
八
三
頁
）。【
オ
】『
荘
子
』
雑
篇
・
寓
言
第
二
十
七
「
曰
、
既
已
縣
矣
。

夫
無
所
縣
者
、
可
以
有
哀
乎
。
彼
視
三
釜
三
千
鍾
、
如
觀
雀
蚊
虻
相
過
乎
前
也
（
孔
子
が
そ
れ
に
答
え
た
、
い
や
、
彼
は
す
で
に

わ
ず
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
一
体
、
心
が
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
い
者
で
あ
る
な
ら
、
悲
し
い
と
い
う
気
持
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
に
な
る
と
、
俸
禄
が
三
釜
で
あ
ろ
う
と
三
千
鍾
で
あ
ろ
う
と
、
あ
た
か
も
こ
う
の
鳥
や
雀
、
蚊
や

あ
ぶ
、
、
が
目
の
前
を
飛
び
過
ぎ
る
の
を
見
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
差
違
に
よ
っ
て
心
を
動
か
す
こ
と
が
な
い
の
だ
）
」（
七
〇
八
頁
）。

【
カ
】
『
荘
子
』
雑
篇
・
天
下
第
三
十
三
「
由
天
地
之
道
、
觀
惠
施
之
能
、
其
猶
一
蚉
一

之
勞
者
也
（
天
地
の
大
道
の
立
場
か

ら
恵
施
の
才
能
を
観
察
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
一
匹
の
蚊
や
虻あ

ぶ

が
空
し
く
飛
び
回
っ
て
働
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）」

（
八
二
五
～
八
二
六
頁
）
。 

（
9
）
こ
こ
で
は
五
十
首
の
蚊
が
含
ま
れ
た
唐
詩
の
二
句
を
ま
と
め
て
み
た
。
引
用
文
は
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局 

一
九
六
〇
）
に
よ

る
。
冊
数
と
巻
数
及
び
ペ
ー
ジ
数
を
示
し
た
。
①
韋
承
慶
「
螢
光
向
日
盡
、
蚊
力
負
山
疲
」
第
二
冊
・
四
十
六
巻
・
五
五
七
頁
。

②
陳
子
昂
「
驅
蚊
蚋
之
師
、
忽
雷
霆
之
伐
」
第
三
冊
・
八
十
四
巻
・
九
〇
八
頁
。
③
張
說
「
器
留
魚
鱉
腥
、
衣
點
蚊
虻
血
」
第
三

冊
・
八
十
六
巻
・
九
三
二
頁
。
④
韋
應
物
「
蚊
蚋
落
其
中
、
千
年
猶
可
覿
」 

第
六
冊
・
一
九
三
巻
・
一
九
八
五
頁
。
⑤
杜
甫
「
冬

溫
蚊
蚋
在
、
人
遠
鳧
鴨
亂
」
第
七
冊
・
二
二
〇
巻
・
二
三
一
七
頁
。
⑥
杜
甫
「
氛
埃
期
必
掃
、
蚊
蚋
焉
能
當
」
第
七
冊
・
二
二
三

巻
・
二
三
八
四
頁
。
⑦
李
端
「
豈
意
今
朝
驅
不
前
、 

蚊
蚋
滿
身
泥
上
腹
」
第
九
冊
・
二
八
四
巻
・
三
二
三
九
頁
。
⑧
王
建
「
南

中
三
月
蚊
蚋
生
、
黃
昏
不
聞
人
語
聲
」
第
九
冊
・
二
九
八
巻
・
三
三
八
六
頁
。
⑨
范
燈
「
蚊
蚋
成
雷
澤
、
袈
裟
作
水
田
」
第
十
冊
・

三
〇
七
巻
・
三
四
八
九
頁
。
⑩
權
德
輿
「
醯
雞
伺
晨
駕
蚊
翼
、
毫
端
棘
刺
分
畛
域
」
第
十
冊
・
三
二
七
巻
・
三
六
六
八
頁
。
⑪
韓

愈
「
雖
得
一
餉
樂
、
有
如
聚
飛
蚊
」
第
十
冊
・
三
三
七
巻
・
三
七
七
四
頁
。
⑫
韓
愈
「
我
實
門
下
士
、
力
薄
蚋
與
蚊
」
第
十
冊
・
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三
四
〇
巻
・
三
八
一
三
頁
。
⑬
韓
愈
「
朝
蠅
不
須
驅
、
暮
蚊
不
可
拍
」
第
十
冊
・
三
四
二
巻
・
三
八
三
五
頁
。
⑭
劉
禹
錫
「
沈
夏

夜
蘭
堂
開
、
蚊
伺
暗
聲
如
雷
」
第
十
一
冊
・
三
五
六
巻
・
四
〇
〇
〇
頁
。
⑮
劉
禹
錫
「
撮
蚊
妖
鳥
亦
夜
起
、
翅
如
車
輪
而
已
矣
」

第
十
一
冊
・
三
五
六
巻
・
四
〇
〇
一
頁
。
⑯
孟
郊
「
蚊
蚋
亦
有
時
、
羽
毛
各
有
成
」
第
十
一
冊
・
三
七
四
巻
・
四
〇
二
五
頁
。
⑰

孟
郊
「
五
月
中
夜
息
、
飢
蚊
尚
營
營
」
第
十
二
冊
・
三
八
〇
巻
・
四
二
六
〇
頁
。
⑱
元
稹
「
未
飽
風
月
思
、
已
為
蚊
蚋
圖
」
第
十

二
冊
・
三
九
七
巻
・
四
四
五
八
頁
。
⑲
元
稹
「
蚊
蟆
與
浮
塵
皆
巴
蛇
鱗
中
之
細
蟲
耳
」
第
十
二
冊
・
三
九
九
巻
・
四
四
七
四
頁
。

⑳
元
稹
「
乍
可
巢
蚊
睫
、
胡
為
附
蟒
鱗
」
第
十
二
冊
・
三
九
九
巻
・
四
四
七
四
頁
。
㉑
元
稹
「
蚊
聲
靄
窗
戶
、
螢
火
繞
屋
梁
」
第

十
二
冊
・
四
〇
三
巻
・
四
五
〇
二
頁
。
㉒
元
稹
「
索
綆
飄
蚊
蚋
、
蓬
麻
甃
舳
艫
」
第
十
二
冊
・
四
〇
七
巻
・
四
五
三
二
頁
。
㉓
元

稹
「
卒
章
還
慟
哭
、
蚊
蚋
溢
山
川
」
第
十
二
冊
・
四
〇
八
巻
・
四
五
三
五
頁
。
㉔
元
稹
「
不
堪
堤
上
立
、
滿
眼
是
蚊
蟲
」
第
十
二

冊
・
四
〇
九
巻
・
四
五
四
七
頁
。
㉕
元
稹
「
蚊
幌
雨
來
卷
、
燭
蛾
燈
上
稀
」
第
十
二
冊
・
四
一
〇
巻
・
四
五
五
三
頁
。
㉖
元
稹
「
司

馬
見
詩
心
最
苦
、
滿
身
蚊
蚋
哭
煙
埃
」
第
十
二
冊
・
四
一
五
巻
・
四
五
九
〇
頁
。
㉗
元
稹
「
蚊
螭
與
變
化
、
鬼
怪
與
隱
藏
」
第
十

二
冊
・
四
一
八
巻
・
四
六
〇
九
頁
。
㉘
白
居
易
「
遶
耳
薨
薨
聲
、
斯
物
頗
微
細
」
第
十
三
冊
・
四
三
四
巻
・
四
八
〇
五
頁
。
㉙
白

居
易
「
蟲
蛇
白
晝
攔
官
道
、
蚊
蚋
黃
昏
撲
郡
樓
」
第
十
三
冊
・
四
三
八
巻
・
四
八
六
九
頁
。
㉚
白
居
易
「
魚
蝦
遇
雨
腥
盈
鼻
、
蚊

蚋
和
煙
癢
滿
身
」
第
十
三
冊
・
四
三
八
巻
・
四
八
七
二
頁
。
㉛
白
居
易
「
蚊
蚋
經
冬
活
、
魚
龍
欲
雨
腥
」
第
十
三
冊
・
四
四
二
巻
・

四
九
三
七
頁
。
㉜
白
居
易
「
林
靜
蚊
未
生
、
池
靜
蛙
未
鳴
」
第
十
四
冊
・
四
五
二
巻
・
五
一
一
〇
頁
。
㉝
白
居
易
「
蟭
螟
殺
敵
蚊

巢
上
、
蠻
觸
交
爭
蝸
角
中
」
第
十
四
冊
・
四
六
〇
巻
・
五
二
四
五
頁
。
㉞
雍
裕
之
「
蚊
眉
自
可
託
、
蝸
角
豈
勞
爭
」
第
十
四
冊
・

四
七
一
巻
・
五
三
四
九
頁
。
㉟
李
紳
「
鳳
儀
常
欲
附
、
蚊
力
自
知
微
」
第
十
五
冊
・
四
八
三
巻
・
五
四
九
四
頁
。
㊱
殷
堯
藩
「
鷹

拳
擒
野
雀
、
蛛
網
獵
飛
蚊
」
第
十
五
冊
・
四
九
二
巻
・
五
五
六
五
頁
。
㊲
施
肩
吾
「
池
邊
道
士
誇
眼
明
、
夜
取
蟭
螟
摘
蚊
睫
」
第

十
五
冊
・
四
九
四
巻
・
五
五
九
三
頁
。
㊳
張
祜
「
雨
氣
朝
忙
蟻
、
雷
聲
夜
聚
蚊
」
第
十
五
冊
・
五
一
〇
巻
・
五
八
一
四
頁
。
㊴
項
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斯
「
蚊
蚋
已
生
團
扇
急
、
衣
裳
未
了
剪
刀
忙
」
第
十
七
冊
・
五
五
四
巻
・
六
四
二
四
頁
。
㊵
薛
能
「
退
紅
香
汗
濕
輕
紗
、
高
捲
蚊

廚
獨
臥
斜
」
第
十
七
冊
・
五
六
一
巻
・
六
五
二
〇
頁
。
㊶
皮
日
休
「
雨
工
避
罪
者
、
必
在
蚊
睫
宿
」
第
十
八
冊
・
六
〇
九
巻
・
七

〇
二
七
頁
。
㊷
皮
日
休
「
松
扉
欲
啟
如
鳴
鶴
、
石
鼎
初
煎
若
聚
蚊
」
第
十
八
冊
・
六
一
四
巻
・
七
〇
八
六
頁
。
㊸
羅
隱
「
蠅
蚊
漸

無
況
、
日
晚
自
相
親
」
第
十
九
冊
・
六
六
〇
巻
・
七
五
七
六
頁
。
㊹
羅
隱
「
蠅
蚊
猶
得
志
、
簟
席
若
為
安
」
第
十
九
冊
・
六
六
一

巻
・
七
五
八
三
頁
。
㊺
羅
隱
「
蚊
蚋
有
毒
、
食
人
肌
肉
」
第
十
九
冊
・
六
六
五
巻
・
七
六
一
〇
頁
。
㊻
唐
彥
謙
「
俯
仰
歲
時
久
、

帖
然
困
蚊
蠅
」
第
二
十
冊
・
六
七
一
巻
・
七
六
七
六
頁
。
㊼
唐
彥
謙
「
蚊
蠅
如
俗
子
、
正
相
妒
嫉
」
第
二
十
冊
・
六
七
一
巻
・
七

六
七
八
頁
。
㊽
韓
偓
「
不
道
慘
舒
無
定
分
、
卻
憂
蚊
響
又
成
雷
」
第
二
十
冊
・
六
八
〇
巻
・
七
七
八
九
頁
。
㊾
吳
融
「
天
下
有
蚊

子
、
候
夜
噆
人
膚
」
第
二
十
冊
・
六
八
七
巻
・
七
九
〇
二
頁
。
㊿
韋
莊
「
蚊
吟
頻
到
耳
、
鼠
鬥
競
綠
臺
」
第
二
十
冊
・
四
九
六
巻
・

八
〇
一
四
頁
。 

 
 

右
に
示
し
た
①
～
㊿
の
唐
詩
に
お
け
る
蚊
の
表
現
を
確
認
し
て
み
た
。
詩
語
と
し
て
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
沢
山
使
わ
れ
て
い
た
「
蚊

蚋
」
（
②
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑯
⑱
㉒
㉓
㉖
㉙
㉚
㉛
㊴
㊺
）
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
蚊
蚋
」
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、

「
ブ
ン
ゼ
イ 

か
。
蚋
も
亦
蚊
。
白
鳥
。
〔
説
文
、
蚊
、
段
注
〕
秦
晉
謂
之
蚋
、
楚
謂
之
蚊
。
〔
大
戴
禮
、
夏
小
正
〕
丹
鳥
羞
白

鳥
、
丹
鳥
者
謂
丹
良
也
、
白
鳥
者
、
謂
蚊
蚋
也
」
（
一
〇
四
四
八
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
た
蚊
の
な
き
ご
え
、
蚊
の
ま
つ
げ
、

蚊
の
微
力
で
重
任
に
耐
え
な
い
喩
の
蚊
に
関
わ
る
表
現
で
あ
る
。
十
分
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
白
居
易
（
㉘
）
と
元
稹
（
⑲
⑳
）

の
詩
句
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
「
微
細
」
と
「
細
虫
」
と
書
い
て
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
「
細
」
の
字
を
使
っ
た
の
は
、
白
居

易
と
元
稹
の
詩
句
に
し
か
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。 
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